
２
０
１
５
年
12
月
議
会
で
は
、

新
庁
舎
建
設
と
旧
庁
舎
の
改
修
事

業
の
中
で
、
当
初
の
設
計
か
ら
１

６
９
項
目
の
設
計
変
更
で
、
約
２

０
０
０
万
円
を
追
加
す
る
議
案
が

賛
成
多
数
（
共
産
党
は
反
対
）
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
使
用
中
の

新
庁
舎
の
分
ま
で
提
出

今
回
の
契
約
変
更
で
は
、
昨
年

４
月
か
ら
使
用
し
て
い
る
新
庁
舎

の
分
ま
で
、
半
年
以
上
過
ぎ
た
12

月
議
会
に
提
案
す
る
と
い
う
ひ
ど

い
も
の
で
す
。

共
産
党
市
議
団

「
一
括
提
案
は
議
会
軽
視
」

と
批
判

日
本
共
産
党
市
議
団
は
「
契
約

変
更
は
決
ま
っ
た
段
階
で
提
案
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
、
今
回
の
一
括

提
案
は
議
会
軽
視
」
と
批
判
。

市
は
「
法
的
に
問
題
は
な
い
」

開
き
直
っ
て
い
ま
し
た
が
、
副
市

長
は
「
昨
年
度
の
分
は
分
け
た
ほ

う
が
よ
か
っ
た
」
と
委
員
会
で
答

弁
し
ま
し
た
。

今
後
支
所
の
改
修
で

さ
ら
に
膨
ら
む
事
業
費

今
年
４
月
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の

職
員
は
本
庁
に
移
り
、
佐
織
、
立

田
、
八
開
の
支
所
は
大
幅
に
縮
小

さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
支
所
の
改
修
が
始
ま
り
、

庁
舎
統
合
事
業
費
は
、
ま
す
ま
す

膨
ら
み
ま
す
。

番
号
未
記
入
で
も
受
け
付
け

１
月
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
制
度
。

市
役
所
へ
の
提
出
書
類
に
個
人

番
号
を
書
く
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
書
か
な
く
て
も
今
ま
で
通
り

受
理
さ
れ
ま
す
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
遅
延
も
な
し

12
月
議
会
の
質
疑
の
中
で
も
、

共
産
党
市
議
団
の
「
書
か
な
い
書

類
も
受
け
付
け
る
か
。
書
か
な
い

こ
と
で
遅
延
な
ど
の
不
利
益
は
な

い
か
」
と
の
質
問
に
、
市
は
「
記

載
の
な
い
場
合
も
受
理
す
る
。
記

載
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
た
手

続
き
の
遅
延
は
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
今
ま
で
通
り
で

今
ま
で
通
り
、
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
の
出
来
る
も
の
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
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１
６
９
項
目
の
設
計
変
更
を
一
括
で
提
案

増
額
１
億
円
・
減
額
８
０
０
０
万
円

議会軽視の庁舎設計変更

契約変更で2000万円増加

市
へ
の
申
請
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
書
か
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
」

納得できない！

「施設使用料の見直し方針」案
■日本共産党は、市民の文化スポーツ活動などを活発に行ってもらうことが

大切と考え、公共施設は、無料または安価に利用できるべきだと考えます。

今回の方針は、利用料値上げだけでなく、減免制度も改悪しようとしてお

り、多様な市民活動を支援する方向から逆行する方針は、撤回を求めます。

順序が逆ではないか？

有料化は仕方がないことかもしれないが、順序がさかさまだ。立派な庁舎

を建てて、財政が厳しいから、市民に負担をもとめるとは納得がいかない。

愛西市東保町 男性

健康維持の場を奪わないで

健康維持のため、グラウンドゴルフをしているのに、「見直し」によって、

グラウンドゴルフをすることが少なくなり、高齢者の健康維持の場を奪って

しまっては、逆効果になる。減免の拡大をしてほしい。

愛西市善田新田 男性

安
保
法
制
（
戦
争
法
）
廃
止
の
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

戦
争
法
案
に
反
対
し
て
き
た
「
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
が
２
０

０
０
万
人
署
名
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
愛
西
市
で
も
、
毎
月
１
９
日

に
ヨ
シ
ヅ
ヤ
佐
屋
店
前
、
ハ
ッ
ピ
ー
さ
お
り
前
で
の
署
名
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



図
書
館
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、

自
治
体
の
指
定
管
理
を
受
け
た
ツ

タ
ヤ
は
独
自
の
本
の
並
べ
方
を
し

て
本
が
探
せ
な
い
と
か
、
開
館
に

あ
た
っ
て
系
列
の
古
本
屋
か
ら
大

量
の
本
を
仕
入
れ
た
な
ど
の
問
題

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
牧
市
で
は
、
先
の
市
議
会
議
員

選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
住
民
投

票
で
市
の
計
画
は
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

ま
の
「
不
安
定
な
指
定
管
理

で
は
専
門
性
の
維
持
は
で
き

な
い
」

ま
の
和
久
議
員
は
、
「
指
定
管

理
で
は
安
上
が
り
の
運
営
が
さ
れ

る
だ
け
だ
。
図
書
館
の
継
続
性
や

専
門
性
が
維
持
で
き
な
い
。
直
営

で
も
民
間
に
負
け
な
い
よ
う
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
直
営
で
運
営
す

べ
き
。
直
営
で
や
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
」
と
た
だ
し
た
の
に

対
し
、
教
育
部
長
は
、
「
様
々
な

市
民
要
求
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
応

え
る
た
め
、
よ
り
よ
い
方
法
を
検

討
し
て
い
く
」
と
指
定
管
理
を
含

め
た
運
委
の
検
討
を
進
め
て
い
く

姿
勢
で
し
た

か
と
う
「
八
開
庁
舎
を
第
２

災
害
対
策
本
部
に
」

市
「
八
開
庁
舎
は
代
替
施
設

と
し
て
の
機
能
を
満
た
し
て

い
る
」

か
と
う
敏
彦
議
員
は
「
鬼
怒
川

の
決
壊
に
よ
り
、
常
総
市
役
所
も

浸
水
し
孤
立
し
た
。
愛
西
市
役
所

も
、
日
光
川
な
ど
が
決
壊
す
れ
ば
、

孤
立
す
る
が
ど
う
考
え
る
か
。
市

役
所
が
浸
水
で
孤
立
し
た
場
合
、

八
開
庁
舎
に
第
２
災
害
対
策
本
部

を
設
置
す
る
べ
き
だ
」
と
質
問
。

総
務
部
長
は
「
代
替
施
設
と
し

て
八
開
庁
舎
が
機
能
を
満
た
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
対
応

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

か
と
う

「
支
所
整
備
の
現
状
は
」

か
と
う
議
員
の
「
支
所
の
整
備

に
つ
い
て
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
」
と
の
質
問
に
は
、
総
務

部
長
は
、
「
立
田
庁
舎
は
、
２
期

増
築
棟
の
健
全
度
調
査
及
び
耐
震

診
断
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

八
開
庁
舎
は
、
公
共
施
設
の
再

編
の
考
え
方
や
利
活
用
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

佐
織
庁
舎
は
、
３
期
増
築
棟
の

健
全
度
調
査
及
び
実
施
設
計
業
務

を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
28
年
度

に
実
施
整
備
工
事
、
平
成
29
年
度

か
ら
支
所
と
し
て
全
面
供
用
を
予

定
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

現
在
、
愛
西
市
で
は
、
少
子
化
、

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
な
か
、

小
学
校
、
中
学
校
の
「
適
正
規
模
」

に
つ
い
て
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
る
の
か
？
」

「
あ
ま
り
に
少
人
数
で
は
不
安
」

と
の
声
が
あ
る
中
、
河
合
か
っ
ぺ

い
議
員
は
、
愛
西
市
の
児
童
生
徒

に
と
っ
て
一
番
良
い
学
校
の
あ
り

方
を
と
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
ま
で
の
経
緯
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
質
問
し
ま
し
た
。

市
は
、
「
平
成
27
年
の
４
月
か

ら
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
協

議
会
が
３
回
行
わ
れ
、
10
月
、
11

月
に
開
催
し
た
地
域
懇
談
会
の
方

法
な
ど
を
協
議
し
た
。
来
年
の
10

月
ご
ろ
に
は
、
計
画
を
策
定
し
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

河
合
「
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
に
」

河
合
議
員
は
、
小
規
模
校
に
つ

い
て
は
、
現
状
の
ま
ま
、
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
に
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

最
小
に
す
る
方
法
を
求
め
ま
し
た
。

教
育
部
長
か
ら
は
、
そ
の
内
容

も
協
議
会
に
諮
っ
て
い
く
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

河
合
「
統
廃
合
あ
り
き
で
は

な
い
の
か
」

市
「
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
」

河
合
議
員
の
「
行
政
改
革
と
し

て
統
廃
合
あ
り
き
で
は
」
と
の
質

問
に
は
、
「
決
ま
っ
て
い
な
い
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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小
中
学
校
の
適
正
規
模
は

議
論
を
つ
く
し
て

統
合
庁
舎
事
業
に
つ
い
て

かとう敏彦

議員
河合かっぺい

議員

【
日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
】

島田浩副議長の飲酒後運転問題
住民感情に沿った対応を

島田浩副議長の飲酒後運転問題に関する記事が、中日新聞で２

回にわたって報道されました。

わたくしはこの間、多くの市民にお会いしていますが、厳しい

批判の声ばかり聞きました。

「副議長という議会の代表者の一人が飲酒運転しても『厳重注

意』ですまして良いのか」「職員なら首になるような事件」「自

ら責任を取るのが常識ではないのか」など、西保町も含め元職員

など二十数名の方から批判の声を聞きました。

今年、海部津島の交通事故死が昨年と比べ８倍と急増し、愛西

市も交通事故死の大幅削減のために努力をしています。交通安全

のための市民大会において、飲酒運転禁止は、第一のスローガン

です。議会は議長の「厳重注意」という処分をしましたが、島田

副議長は、副議長の辞職もせず仕事をしているのは、住民感情か

らいっても疑問を感じざるを得ません。

島田議員が議員全員協議会で「飲酒運転には当たらないとする

県警ＦＡＸ」を出すと約束したが出さないので、共産党議員団が

提出を求めました。しかし島田浩議員は「破棄した」と回答。島

田議員のこの対応は驚きです。島田議員は、副議長という立場の

重さを認識し、「きれいな出処進退」をしてほしいと思います。

議会も交通安全の重要性を認識し、あいまいな対応はやめるべ

きです。

日本共産党前愛西市議 下村一郎

図
書
館
運
営
に

指
定
管
理
は
大
問
題

まの和久

議員


